
カンナヒロコ　プロフィール 

ヒロコは暖かくて官能的なボイスを持っている。また彼⼥のフレーズは、申し分なく洗

練されている。彼⼥の歌を聞く⼈は、この⽇本⽣まれのシンガーの本格的なジャズボー

カルを堪能するだろう。彼⼥は、サラ・ヴォーン、エラ・フィッツジェラルド、カーメ

ン・マクレー、ビリー・ホリデイ、ビル・エヴァンス、ジョン・コルトレーン、マイル

ス・デイビスなどから深い影響を受けた。 

ヒロコは⾳楽⼀家に⽣まれ育った。⽗はバイオリンとハーモニカを休みの⽇にたしなん

だ。レパートリーはもっぱら歌謡曲だった。⺟と姉⼆⼈は三味線を弾く。弟は幼少の頃

からギターを弾き、現在は主にビートルズナンバーを歌っている。 

彼⼥が５歳のとき、初めてピアノとオルガンを習いはじめた。いちばん上の姉の影響

で、アメリカやヨーロッパの⾳楽を聴きはじめたのは⼩学⽣のときだった。その頃、姉

が聴いていたドーナッツ盤の「ハーレム・ノクターン」は、彼⼥にとって初めて聴いた

ジャズだった。⼦供ごころにも不思議な⾳楽、ちょっと危ない⾳楽という印象が強く

残った。両親が経営していた⼩売店で有線が流れていたのもこの頃だ。ママス・アン

ド・パパス、ディオンヌ・ワーウィック、シルヴィー・バルタンが⼤好きだった。 

⾳楽はつねに、彼⼥にとって⼤切なものだった。１５歳のときには、ブラジル⾳楽に出

会い、深い感動を受けている。当時友達から借りた「ゲッツ/ジルベルト」、「セルジ

オ・メンデス＆ブラジル‘６６」のレコードのトリコになるという、ずいぶんオマセな

⾼校⽣だった。徐々にジャズを聴き初めたのもこの頃だ。 

１９８１年に渡⽶。ニューヨークに移り住む。この時まではジャズを聴く⼈間だった

が、それ以後はジャズを歌う⼈間になるべく、「Ｓｏｕｎｄｓ　Ｏｆ　Ｊｏｙ」，「Ｊ



ａｚｚｍｏｂｉｌｅ」、「Ｂａｒｒｙ　Ｈａｒｒｉｓ　ワークショップ」でジャズ修⾏

を始める。 

ジャズ・ボーカル発声法、ジャズ理論、インプロビゼーション、パフォーマンス・テク

ニック、ジャズピアノを学んだ。また個⼈的に、Norman Simmons、Inez Jackson、

Andrea Greenらに師事している。そして３年後の１９８４年、プロのジャズ・ボーカ

リストとして活動を始め、ニューヨークと⽇本のジャズクラブ、レストラン、ホテルラ

ウンジに多く出演している。 

１９９５年より定期的にジャパンツアーを⾏なっている。

『主な出演場所』

東京：「東京倶楽部」、「Tonalite」，「Klavier」，「ノーバード」、「上野アリエ

ス」「All Of Me Club」

横浜：「Bar Bar Bar」

名古屋：「Jazz Inn Lovely」，「Johnny」，「スターアイズ」

⼤阪：「アズール」

姫路：「ライラ」

岡⼭：「ジョーダン」、「もじゃぢ」、「壱番館」

広島：「Bird」，「ピアノバー下本」，「アップルジャム」、「カミン」

ニューヨークではこれまでに、「Ｃｈｏ　Ｃｈｏ　Ｓａｎ」、「Ｔｏｍｉ　Ｊａｚ

ｚ」、「１０５Ｈａｒｂｏｒ」、「Ｔｈｅ　Ｊａｚｚ　Ｓｐｏｔ」、「Ｓｈｕｔｔｅｒ

ｓ　Ｃａｆｅ」、「Ｍａｎｎａｈａｔｔａ」、「Ｋａｖｅｈａｚ」、「Ｃａｒｐｏｓ　

Ｃａｆｅ」、「ＪＲＧ　Ｆａｓｈｉｏｎ　Ｃａｆｅ」などに出演。また、「Ｈｉｒｏｋ

ｏ　Ｋａｎｎａ　Ａｑｕａｒｉｕｓ　Ｃｏｎｓｅｒｔ」や「Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ　Ｃｏ



ｎｃｅｒｔ」を「Ｔｈｅ　Ｊａｚｚ　Ｃｅｎｔｅｒ　Ｏｆ　ＮＹ」で、今はなき名クラ

ブ「Ｓｗｅｅｔｗａｔｅｒｓ」でもコンサートを⾏っている。 

主な共演者は、Ｈｏｕｓｔｏｎ　Ｐｅｒｓｏｎ，　Ｒｕｆｕｓ　Ｒｅｉｄ，　Ａｋｉｒ

ａ　Ｔａｎａ,　Ｈａｒｏｌｄ　Ｍａｒｂｅｎ，　Ｎｏｒｍａｎ　Ｓｉｍｍｏｎｓ，　

Ｆｒａｎｋ　Ｏｗｅｎｓ，　Ｒｉｃｈａｒｄ　Ｗｙａｎｄｓ，　Ｅａｒｌ　Ｍａｙ，　

Ｌｙｌｅ　Ａｔｋｉｎｓｏｎ、Ｒｕｓｓ　Ｍｏｒｒｏｗ，嶋津健⼀、加藤真⼀、ノリ落

合、Jun Saitoら。 


